
　　経皮的冠動脈形成術（PCI）を受けられる　　　　　　　　様とご家族の方へ　（入院診療計画書）
NO.1

入院期間については現時点で予想されるものです。 主治医　　　　　　　　　　　　患者様氏名　　　　　　　　　様
ご不明な点は遠慮なくスタッフへお尋ねください。

入院当日は午前10時30分に受付①で入院受付されてから、病棟デイルームでお待ちください。 受け持ち看護師　　　　　　　　家族等氏名　　　　　　　　　様
入院の際は、この用紙を持参してください。 （続柄　　　　　　　　）

経過 外　　来 入院・手術前日 手術当日（手術前）
月/日 （　　　／　　　） （　　　／　　　） （　　　／　　　）

達成目標

治療

処置

胸に心電図モニターをつけます。
足の付け根の毛を剃ります。足の甲の脈が触れると
ころにマジックで印をつけます。

・化粧、時計、入れ歯、ヘアピンをはずしておいてくださ
い。
・病衣に着替えて、点滴注射を開始します。
・手首に痛み止めのテープを貼ります。
・T字帯をつけます。

薬

お薬を飲んでいる方は、他院の薬も含めてすべて持
参してください。お薬手帳があれば一緒にお持ちく
ださい。
医師の指示により中止になる薬もあります。

・指示がない限り、薬は通常どおり飲んで下さい。

検査

胸部Ｘ線写真、心電図、血液検査、
尿検査をします。
必要に応じて、心エコー・心筋シン
チグラムの検査をします。

食事 ・塩分制限の食事となります。 ・昼食は、お膳の半分だけ食べられます。

排泄
・手術の前にトイレを済ませておいてください。

安静度

・院内でお過ごしください。 ・車椅子で検査室へ行きます。

清潔 ・入浴することができます。

説明

看護師から入院の準備について説明
があります。

看護師から入院中のこと、手術の経過、処置につい
て説明があります。心配なことがありましたら看護
師にお話しください。
胸の症状があったときは、すぐにナースコールを押
してお知らせください。
主治医から、本人とご家族へ入院、手術に関する説
明があります。ご家族も同席をお願いいたします。

手術後は救命救急センターに移動します。状態によっては一
般病棟へ戻ることもあります。
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・手術について、心配なことや不明な点を主治医や看護師に伝えるられること
・手術の必要性及び内容、合併症について理解し同意できること



　　　　　　　NO．２

経過 手術当日（手術後） 手術翌日 手術翌翌日～退院
月/日 （　　　／　　　） （　　　／　　　） （　　　／　　　～　　　／　　　）

達成目標 ・今後の治療方針について理解できること

治療

処置

心電図のモニターがつきます。退院まで装着します。
部屋に戻ってから、１時間後と３時間後に手首のバンドを
徐々にゆるめます。

・点滴をはずします。
・手首のバンドをはずし、消毒をします。

薬

検査
・十二誘導心電図をとります。

食事
・部屋に戻って1時間後から食べたり飲んだりできます。 ・塩分制限の食事となります。

排泄

手術終了後、１時間たったら車椅子でトイレに行くことが
できます。

・特に制限はありません。

安静度
ベッド上で安静にお過ごしください。主治医、看護師の指
示に従ってください。

清潔
・入浴はできません。 ・看護師の介助により体を拭きます。 入浴は主治医の指示に従ってください。通常、術後４日目から

入浴が可能です。

説明

手術の結果と今後の治療方針について、主治医から説明が
あります。
手術後の安静時間と飲食可能な時間、その他注意点につい
て看護師から説明があります。
穿刺したところに痛みや出血があったり、気分が悪いとき
は、すぐに看護師にお知らせください。
救急救命センターから一般病棟へ戻ることもあります。

医師の診察後、一般病棟へ移動します。
止血バンドやテープをはがした後に出血し
た場合は看護師にお知らせください。

看護師より退院後の生活についてパンフレットを用いて説明が
あります。

退院時、会計の窓口でお支払いができます。
（病院１階にATMが設置されていますので、ご利用ください）
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・胸の痛み、発熱などがないこと
・安静後、出血がないこと

・指示がない限り、薬は通常どおりにお飲みください。
・手術後の状態によって、薬が追加になる場合があります。

・一般病棟へ移った後は、病棟内でお過ごしください。


